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水溶液の FT および共鳴ラマンスペクトルを報告し、分子構造について議論する。 
 ラマンスペクトルに出現する主要バンドを正確に帰属するためには、可能な
限り多くの安定同位体化合物を合成する必要がある。筆者は MDP の 4 種類の重










ロトネーションの位置を確定するために 15N および 13C 核磁気共鳴スペクトルも
測定した。 
                       
                                            
                                                                                    
  
 これらの実験および解析の結果、中性水溶液中の MDP のラマンスペクトルで
は通常のアゾ基に期待されるバンドがなく、分子構造はアゾ基の二重結合性が
弱まり、ベンゼン環とピリジニウム環がともにキノイド構造に近づいているこ
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